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副作用初期症状データベース 

 

■ 概要 ■ 
 

添付文書に記載されている副作用の初期症状に関するデータベースです。 

 

■ 特徴 ■ 
 

副作用疾患に対する初期症状を、「自覚症状」「自他覚症状」「他覚症状」に区分していますので、状況に応

じたご利用が可能です。 

 

例） 

「Stevens-Johnson 症候群」の副作用の記載がある『ロキソニン錠６０ｍｇ』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「横紋筋融解症」の副作用の記載がある『リポバス錠５』 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「錯乱状態」の副作用の記載がある『オメプラール錠２０』 

 

「Stevens-Johnson 症候群」のデータ（概略） 

「横紋筋融解症」のデータ（概略） 『リポバス錠５』の添付文書 

【重大な副作用】 

１）横紋筋融解症（０．０１％）、ミオパシ

ー（０．０１％）：筋肉痛、脱力感、ＣＫ（Ｃ

ＰＫ）上昇、血中及び尿中ミオグロビン上昇

を特徴とする横紋筋融解症があらわれ、これ

に伴って急性腎不全等の重篤な腎障害があ

らわれることがある。 

『ロキソニン錠６０ｍｇ』の添付文書（抜粋） 

【重大な副作用】 

３）皮膚粘膜眼症候群、中毒性表皮壊死症： 

皮膚粘膜眼症候群（Stevens-Johnson症候群）、 

中毒性表皮壊死症（Lyell症候群）があらわれる 

ことがあるので、観察を十分に行い、異常が 

認められた場合には～ 

「錯乱状態」のデータ（概略） 『オメプラール錠２０』の添付文書（抜粋） 

【重大な副作用】 

１０）錯乱状態(頻度不明)：せん妄、異常行

動、失見当識、幻覚、不安、焦躁、攻撃性等

があらわれることがあるので、異常が～ 


